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 黒テグスは圃場でのカラスの防除対策において効果を上げている 1)。この研究成果を参考にし，水産分野で魚の食

害が問題視されているカワウ，アオサギについて黒テグスを使った防除対策の有効性について検討した。 

 

試験方法 

試験は水産技術センター本所沈殿池にて行った（図1）。沈殿地

は最も距離があるところで縦が34 m横が30 mであり，池の南側に

は高さ約10 ｍの木が生えている。黒テグス設置前7月1日～7月

15日，黒テグス設置後7月16日～8月8日の24日間について効果

測定を行った。ビデオカメラを設置し，午前6時～8時の鳥の飛来

数，滞在時間，池内侵入数について検証した。設置前，設置後の初

日には魚食性鳥類を引き寄せるため，アユを10 kg（平均体重17 g）

池に入れた。 

 

設置方法 

黒テグスは防鳥糸 ミヤライン 黒 2000m巻（有限会社ミヤライ

ン）を使用した。黒テグス（図2）の設置方法については，リール付き       図1沈殿地模式図 

釣り竿，釣り糸5号，ナス型おもり20号を使用し，二人一組で行った。 

設置方法は図3のとおりに行い，沈殿池に黒テグス17本を2 m間隔で 

設置するのに1時間20分を要した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 使用した黒テグス                 図3 黒テグス設置方法 
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